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活動期間：2024年 1月 19日(金)〜1月 23日(火)  

活動場所: 輪島市避難所各所 （鳳至小学校、輪島高校、鳳来保育所、鳳至公民館、エホ

バの証人の王国公民館、光浦多目的集会所） 

 

活動概要 

令和 6年 1月 1日 16時 10分に石川県能登地方を震源とするマグニチュード 7.6、最大深

度 7 の地震が発生する。当病院は 1 月 4 日から救護班第 1 班を派遣しており、第 4 班とし

て 1月 19日～23日(現地活動は 20日～22日)に活動を行う。前班からの引き継ぎより、輪

島地域の電気やガス、通信環境などのライフラインや物資は充足されつつある状況である

ことを把握できた。しかし、断水により生活用水に制限があり手洗いが十分できないこと、

汚物処理に課題があること、避難所により段ボールベッドの搬入状況に差がみられ避難者

のプライバシー保護や限られた避難場所に対してゾーニングの工夫が必要であることなど、

引き続き衛生環境の介入が求められることを確認していた。また、1月下旬に寒波の襲来が

予想され、インフルエンザや COVID-19の呼吸器感染症、感染性胃腸炎などの感染症の拡大

が危惧される状況であった。 

救護班第 4 班は、医師 1 名、看護師 3 名、薬剤師 1 名、主事 4 名、業務調整員 1 名の 10

名で構成された。輪島市での活動は、主に巡回診療と避難所アセスメントであった。3日間

の活動では、6 箇所の避難所で計 33 名の診療と避難所アセスメントを行い、状況に応じて

避難所責任者や災害支援看護師などへの支援も必要も行った。 

                                                                    

活動内容 

1月 20日 7時 30分に金沢市のホテルを出発し、12:30頃に医療調整本部がある輪島市

役所に到着する。コーディネートチームや和歌山日赤救護班より被災地、避難所の最新情

報や活動内容を共有していき、活動イメージや医療ニーズの状況などの把握につなげた。 

鳳至小学校での巡回診療と避難所アセスメントを行った。診療

では、発熱や咳嗽、下痢などの症状がある避難者が多く、症状は

強くないが長期間の避難所生活により身体的、精神的にも負担が

強い避難者に寄り添えるように、話にゆっくり耳を傾けることを

心がけ、診察していった。また、過密している避難状況や感染予

防の観点から、感染症を発症した避難者の隔離ができるようにゾ

ーニングの整備やパーテーションの作成、環境整備を行った。避

難者だけでなく、避難所の各担当者や感染管理看護師と協働し、

今できる最善を考えゾーニングをしていった。 
鳳至小学校での環境整備 



夕方より輪島高校への診療依頼があったため、診療チームとして医師 1名、看護師 1名、

薬剤師 1名、業務調整員 1名が輪島高校へ向かう。輪島高校は、200名近くの避難者がおり、

輪島市のなかでも大きな避難所のひとつであった。校舎内や体育館、武道館など多くの避難

部屋が(その中には COVID-19隔離部屋、その他呼吸器感染症隔離部屋、感染性胃腸炎患者の

隔離部屋も)あり、30名ほどの要配慮者が避難されている福祉避難所も有していた。巡回診

療では、発熱や下痢などの症状がある避難者の診察を

行った。その中で検査結果より COVID-19陽性が判明し

コロナ治療薬の災害処方箋を受けた避難者もおられた。

幸いにも呼吸状態などは安定していたため、COVID-19

感染者の隔離可能な部屋で経過をみていくこととなっ

た。輪島高校では医療ニーズは高く、避難所アセスメン

トも必要であると判断し翌日も再訪問し、継続診療を

していくこととなった。 

 

1 月 21 日午前中は輪島高校での診療と避難所アセスメントを行った。災害支援看護師か

ら情報を得て、診療が必要な避難者を巡回診療していった。病院への搬送が必要な重症者は

いないが、引き続き観察は必要な避難者が多かった。昨日診察した避難者の経過もみながら、

症状のある避難者に対して鎮咳薬や整腸剤の処方を行った。今後も引き続き定期的な診療

は必要であると判断した。また、青年海外協力協会支援者と情報共有し、生活用水や下水に

は課題はあるものの感染予防対策は可能な限り行われている現状があった。また、 ダンボ

ールベットを搬入予定であり、今後避難者の実数調査を明確にしていく予定であることも

確認した。徐々に避難所運営の混乱が改善されつつあることがわかった。 

午後より、鳳至小学校、鳳来保育所、鳳至公民館の診療と避難所アセスメントを行った。

各所の医療ニーズは多くなく、輪島市の診療所や病

院では診療を再開し始めている時期であったため、

徐々に巡回診療を縮小していくことを共有していっ

た。鳳至公民館ではゾーニングや段ボールベッドの

設置が翌日以降に予定となっており、引き続き衛生

環境整備の支援が必要であることがわかった。その

ため、コーディネートチームへ情報を上げ、継続し

て支援できるように働きかけた。 

 

1 月 22 日午前中より輪島高校、エホバの証人の王国公民館、光浦多目的集会所の巡回診

療と避難所アセスメントを行った。輪島高校については、福祉避難所に新たに容態が不安定

な避難者が数名入室されたため、希望での巡回診療となった。食事摂取が困難であったり、

内服薬の調整であったりなどの避難者に対して指導や説明を行い、経過をみていくことと

輪島高校での診療 

鳳至公民館での診療 



なった。エホバの証人の王国公民館、光浦多目的集会所

の避難者は、医療ニーズはなく、避難者も少数であった

ため生活用水以外は充足している状況であった。それら

の情報を共有していき、翌日以降の活動へつなげていっ

た。 

 

 

 

活動を終えて 

診療やアセスメントなど日頃の実践力を発揮すると同時に、必要時は創意工夫をしなが

ら災害時に行える最善を実践していくことが必要であることを痛感しました。また、様々

な機関関係者との情報共有や交渉をする場面もあり、コミュニケーション力や自発性を発

揮することも大切であると感じました。多くの日赤チー

ムが活動している強みを活かし、情報の共有をしていく

ことも有効であると考えます。 

近年では、毎年のように全国各地で自然災害が頻発

し、甚大な被害が発生しています。そのため、自施設の

BCP改訂を行い、災害に備えることも継続して取り組ん

でいきたいと思います。 

 

 

被災地の皆様には不安が募る状況が続いておられますが、皆様の安全と一日も早い復

興、復旧をお祈りしております。 

ミーティングでの情報共有 

地域の方とのコミュニケーション 


